
伝
統
芸
能
「
山
田
楽
」
の
伝
承
活
動
四
十
年 

校
長 

藤
﨑 

隆
博 

 

先
日
、
多
く
の
来
賓
の
皆
様
の
御
臨
席
を
賜
り
、
山
田
楽

四
十
周
年
記
念
式
典
が
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
御
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
脇
本
小
学
校
に

お
け
る
伝
統
芸
能
「
山
田
楽
」
の
伝
承
活
動
へ
の
御
理
解
と

御
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
出
陣
に
由
来
す
る
「
山
田
楽
」

の
伝
承
活
動
は
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。
当
時
は
、
次
第
に
衰
退
し
て

い
く
こ
の
伝
統
芸
能
を
伝
承
し
た
い
と
い
う
地
域
の
皆
様
の

願
い
に
応
え
る
た
め
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
で
あ
っ
た
松
崎
勝
雄

氏
ら
の
発
案
に
よ
り
、
脇
本
小
学
校
の
五
年
生
に
よ
る
伝
承

活
動
が
始
ま
っ
た
と
う
か
が
っ
て
お
り
ま
す
。 

後
継
者
と
し
て
の
担
い
手
の
育
成
だ
け
で
な
く
、
国
際
化

の
波
が
押
し
寄
せ
る
中
で
、
地
域
の
伝
統
文
化
へ
の
理
解
を

深
め
、
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
て
い
く
こ
と
に
注
目
し
た 

諸
先
輩
方
の
先
見
の
明
に
、
敬
服
し
て
お
り
ま
す
。 

四
十
年
続
い
て
い
る
こ
の
伝
承
活
動
で
す
が
、
五
年
生
の

子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の
経
験
の
連
続
に
な
り
ま

す
。
一
学
期
に
行
う
山
田
楽
伝
承
式
で
は
、
六
年
生
の
躍
動

感
の
あ
る
勇
壮
な
舞
や
鉦
の
音
に
、
五
年
生
は
伝
統
を
受
け

継
ぐ
責
任
の
重
さ
を
感
じ
、
少
し
不
安
に
な
る
も
の
で
す
。 

し
か
し
、
真
夏
の
厳
し
い
練
習
を
乗
り
越
え
、
演
舞
の
経

験
を
積
む
こ
と
で
、
一
年
後
に
は
、
伝
承
活
動
の
責
任
の
重

さ
と
先
人
や
郷
土
に
感
謝
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ

と
に
自
信
を
も
っ
て
邁
進
す
る
立
場
に
な
る
の
で
す
。 

こ
こ
に
は
、
異
年
齢
集
団
の
中
で
、
先
輩
が
後
輩
に
教
え

る
と
い
う
薩
摩
の
「
郷
中
教
育
」
の
精
神
も
生
か
さ
れ
て
お

り
、
社
会
の
荒
波
の
中
で
様
々
な
人
々
と
協
働
で
き
る
、
心

身
と
も
に
た
く
ま
し
く
、
心
豊
か
な
脇
本
っ
子
を
育
て
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
子
供
の
頃
の
「
山
田
楽
」
の
演
舞
の
記
憶
は
、
一
人

一
人
の
心
を
郷
土
「
脇
本
」
と
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
な
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。
宮
崎
神
社
奉
納
、
運
動
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
「
あ
い
わ
の
里
」
訪
問
、
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
、
阿
久

根
市
産
業
祭
な
ど
地
域
に
お
け
る
子
供
た
ち
の
演
舞
は
、
観

る
人
を
魅
了
す
る
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。
山
田
楽
の
伝
承
活

動
は
四
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
「
華
の
五
十
歳
組
」
の
皆
様

に
と
っ
て
は
、
子
供
の
頃
の
「
山
田
楽
」
の
記
憶
が
、
母
校

や
郷
土
に
思
い
を
馳
せ
る
「
心
の
原
風
景
」
の
一
つ
と
な
っ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

皆
様
の
御
尽
力
に
よ
り
、
連
綿
と
続
い
て
い
る
「
山
田
楽
」

で
は
、
演
舞
す
る
子
供
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
観
る
一
人
一

人
も
伝
承
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
伝
承
活
動

を
と
お
し
て
、
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
、
大
い
に
語
り
合
い
、

脇
本
地
域
の
発
展
を
願
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
御
支
援
を
賜
り
ま
し
た

関
係
機
関
、
師
匠
、
保
存
会
、
地
域
、
保
護
者
の
皆
様
方
に

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
併
せ
て
、
五
十
周
年
に
向

け
て
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
更
な
る
取
組
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。 
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2・3月行事  
3月  1日（金） なわとび発表会 第 3回学校保健委員会 
          学級ＰＴＡ ＰＴＡ幹事会 
       5日（火） 6年生を送る会 委員会活動 
   11日（月） トトロのへや読み聞かせ 
   12日（火） クラブ活動 
   13日（水） 卒業式予行練習 
   22日（金） 第 77回卒業式 
   25日（月） 修了式 大掃除 離任式 
4月   5日（金）  入学式準備（新５・６年生） 

 8日（月） 始業式 新任式 入学式 
    9日（火） 身体計測・視力検査（上学年） 
      10日（水） 身体計測・視力検査（下学年） 
   12日（金） 聴力検査 
   17日（水） 学級ＰＴＡ ＰＴＡ専門部会 
   18日（木） 全国学力・学習状況調査 
   19日（金） 知能検査 
   23日（火） 1年生を迎える会 クラブ活動 
   24日（水） 授業参観 ＰＴＡ総会 
   26日（金） 家庭確認のための 4時間授業 
※ キャリアパスポート反省記入 3月 1日（金）～7日（木） 
※ 学期末Ｂ校時週間 3月 12日(火)～21日（木） 
※ 学期末時数カット 3月 13日(水)～21日（木） 
※ 4月の行事は，予定になります。他の行事との調整で変 
更になることもありますのでご了承ください。 

 

くくろろししおお 

学習の成果の発表 ～学習発表会～ 
学習発表会を 10日（土）に行いました。1年生は，国語の学習を歌やダンスを交えながら楽しく発表しました。2年生は，クイズ
を解くように，これまでの学習を使って脱出劇を見せてくれました。3年生は，総合で学習したことを寺島太朗になって発表。4年生
は，外国語活動や，自分の長所について学級ごとに発表した後，学年で歌を披露。5年生は，40周年を迎える山田楽について説明を
し，演舞を披露。6年生は，総合で学習したＳＤＧｓについて劇を交えて発表しました。どの学年も成長が見える発表でした。 

         

山田楽伝承４０周年記念式典 
 3日（土）に山田楽 40周年記念式典 

が行われました。脇本小学校で山田楽が 

伝承をされて 40周年を迎えます。式典 

には，これまでお世話になった方や地域 

の方など，たくさんの方が参加して下さ 

いました。５年生が，JAの集荷場倉庫と 

式典会場の 2カ所で山田楽の演舞を元気 

よく披露しました。 

被災地へエールを 
 脇本小児童会では，能登半島地震で被災 

した方々を支援するための募金活動に取り 

組みました。保護者の方からもご協力をい 

ただき，37,075円集まりました。昨日，市 

社会福祉協議会への義援金の贈呈式を行い 

ました。御協力ありがとうございました。 

子供たちを守る訓練 
 15日（木）に不審者対応の訓練を教職員 

で行いました。脇本駐在所にご協力いただ 

き，実際に不審者が侵入してきた場合の対 

応について練習しました。子供たちの安全 

を守るため，不審者への声かけや距離の取り方などを学びまし
た。教職員の危機意識を高めるとてもよい研修となりました。 

脇本の歴史を探訪 
21日（木）に 6年生が，脇本校区の歴史探 

訪を行いました。小雨が降る中，歴史家の東 

川隆太郎先生を講師にお招きして，脇本の歴 

史を楽しんで学ぶことができました。ぜひご 

家庭でも話題にしてみてください。 

 

なわとび大会に向けて 
 3月 1日のなわとび大会に向け，朝の活動 

や，潮風体育でもなわとびに取り組んでいま 

す。できる技が増え，跳ぶ力が伸びて，発表 

が楽しみです。 


